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はじめに

　世界では5000種以上の鉱物が確認されており，その
中で，日本で発見された鉱物は130種余りある。最近
では，山口県で発見された阿

あ

武
ぶ

石
せき

（Abuite) や高知県
で発見された豊

ぶんのせき

石（Bunnoite）などの鉱物が新鉱物と
して国際鉱物学連合（IMA）に承認されている。
　鹿児島県では，大隅石（Osumilite）と原田石（Haradite)

の二つの鉱物が新鉱物として発見されている。その他
にも，新鉱物として承認されなかった鉱物や国内で初
めて発見された鉱物なども産出している。
　今回，これらの鹿児島県内で産出した鉱物を紹介す
る。

1　鹿児島県で発見された新鉱物

1.1　大隅石（Osumilite-（Fe））
　大隅石は日本で7番目に発見された新鉱物である。
垂水市早崎（咲

さつ

花
か

平
びら

）の牛根流紋岩中から発見され，
1953年に都城秋穂氏が新鉱物として報告し，大隅半島
の名前が付けられた。カリウム，ナトリウム，鉄，マ

グネシウム，アルミニウムを含むケイ酸塩鉱物であり，
濃青色～黒色の六角短柱状あるいは板状結晶で産出す
る。色や形は菫

きん

青
せい

石とよく似ており，新鉱物として承
認されるまでは，菫青石と思われていた。県内では垂
水市のほか，霧島市隼人町清水でも産出する。
　なお，鉄がマグネシウムに置換され，マグネシウ
ムが大隅石よりも多い鉱物は苦土大隅石（Osumilite-

（Mg））と呼ばれ，肉眼では大隅石とほとんど区別が
つかない。県内では薩摩川内市入来町で産出する。
1.2　原田石 （Haradaite）
　鹿児島県大

や ま と

和村大
や ま と

和鉱山（奄美大島）と岩手県野田
村野田玉川鉱山から発見された。1982年に東京大学の
渡辺武男氏らにより原田準平北大名誉教授の業績を称
えて命名された。原田石はストロンチウムと4価バナ
ジウムを主成分とするケイ酸塩鉱物で，翡

ひ

翠
すい

色の美し
い鉱物である。大和鉱山はマンガン鉱床であり，原田
石はゴールドマン柘

ざ く ろ

榴石，バラ輝石，石英を伴って産
出することが多い。

図2　原田石（資料番号M01700001)
　　 産出地：鹿児島県大島郡大和村大和鉱山

図1　大隅石（資料番号M00000056)
　　 産出地：鹿児島県垂水市早崎（咲花平）
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1.3　新鉱物として承認されなかった幻の鉱物
　　−大和石（仮称）（Yamatoite）−
　桃井柘榴石（Momoiite）とゴールドマン柘榴石（ 

Goldmanite）との中間組成的な柘榴石で，原田石と同
じく奄美大島の大和鉱山から発見された。
　この柘榴石は「大和石（Yamatoite）」として新鉱物
申請されたが，国際鉱物学連合（IMA）から承認を受
けられず，Manganoan Goldmanite とされた（田中・皆
川，2007）。大和石の粒径は0.01mm ～ 1.0mm 程度で，
やや暗い緑色をしている。

図3　大和石（仮称）（資料番号M01700002）
　　 産出地：鹿児島県大島郡大和村大和鉱山

2　鹿児島県内の日本新産鉱物

　鹿児島県では新鉱物として発見されたもの以外にも，
国内で初めて産出した鉱物が確認されている。
　これらのうち，鹿児島県立博物館で所蔵している鉱
物を紹介する。
　コルベック石（Kolbeckite）
　国内では，2016年に鹿児島県薩摩川内市入来町入来
鉱山で発見された。スカンジウムを主成分として含む
鉱物で白色粘土中に黄鉄鉱と閃

せん

亜
あ

鉛
えん

鉱
こう

をともない産出
する。

図4　コルベック石（資料番号M01700003)
　　 産出地：鹿児島県薩摩川内市入来町入来鉱山

終わりに

　鹿児島県に世界で初めて発見された鉱物があるとい
うことは，県民にはあまり知られていない。県内産の
鉱物について，県民が興味・関心を高められるよう展
示や情報発信に努めていきたい。
　また，今回紹介した鉱物は，鹿児島県立博物館が収
蔵しているものであるが，県内産の日本新産鉱物につ
いては，収蔵する標本数が少ない。今後は，鹿児島県
特有の鉱物に関する資料の整理と，継続的な標本の収
集が課題である。
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